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そして彼 らが 「道しるべ」と仰いだ移民教育を「栞」と考える。日本を離れる彼 らにどのような情報
が与えられていたか、同時に、国内の識者たちは彼 らにどのような情報を与えていたかを紹介し、
分析を加 えることが本章の目的である。横浜、神戸、そして移民船上の人々がブラジル上陸前に手









































































































114第2部 日系 ブ ラジル 人を と りま く日本社 会
1916年(大正5年)横浜講習所の開設にともない 『新渡航法』という書物を出版 しているが、この
『海外渡航者必携』はその簡約版である。
その内容は、一 はしがき、二 旅費の事、三 渡航者支度の事、四 故郷出發の事、五 横
濱滞在の事、六 神戸長崎より乗船の事、七 乗船地變更の事、八 船中の注意、九 上陸の








じんもん へ ん じ わか
訊問しますが、何と返事 を致しますか、そんな事がよく解ツて居りますか。
この さつ し わか さうだんあ ひて
此冊子はそんな事が解らずに心配になる人の相談相手になる様に書いてありますが、こ
だ よ ゆ よ うい こと ば
れ丈け讀ンだ丈では未だ外國に行く用意が十分に出來たとは申されませぬ、外國の言葉
き もの き かた ね どこ よう い さう じ
や、着物の着方、便所に行く事、寢床の用意をする事、湯に入る事、料理からお掃除、外 國


















か うべながさき ふね よこはまていはくちう
神戸長崎には未だ講習所が無いから、船が横濱碇泊中に横濱講習所においでなさい、
しんせつ をし せうかいじやう ほ かた
何から何まで親切 に教 えて上げますし、 紹介状 などを欲 しい方には何へなりとも書いて
上げます(注5)。






































































































































第九回 収容行事表 入所 七月十八日 郵船備後丸 退所 七月廿五日 出帆 七月廿五 日午后二時
順日 月日 七曜 午前 午後
朝食時間 開始時間 行事 晝食 開始時間 行事 入浴 夕食 備考
1 七月十八日 水 自七時 九時 身体検査、 自十二時 自一 時 自七時




2 同 十九日 木 全 八時半 第 一 回注 射、 全 全 全
講習:ブラジ
ルー般事情
3 同 二十日 金 全 全 講習:語學 全 署名 全 全
農牧事情
4 同二十一 日 土 全 全 種痘・注射(第 全 水上署ノ鑑定 全 全
一 回未了者)、
衛生講話
5 同二十二日 日 全 全 講習:語學 全 荷物個数調査 全 全
講話:ブラジ
ル國教
6 同二十三日 月 全 全 第二回注射、 全 渡航費計算 全 全
講習: (家長及單獨
(婦人 ノミ) 渡航者ノミ〉








月日 朝食 晝食 夕食 月日 朝食 晝食 夕食
七月十八日 煮魚 野菜 牛肉 日本煮 同 二十二日 豆腐野菜味噌汁
巻昆布
焼魚 野菜 ハ イシビーフ
同 十九日 豆腐 葱 味噌汁
福神漬
焼魚 野菜 かまぼこ 野菜 同 二十三日 油揚菜味噌汁
花良京
煮魚 野菜 玉子焼 野菜
同 二十日 油揚 野菜 味噌汁
切スルメ
煮魚 野菜 天婦羅 野菜 同 二十四日 薄揚 モヤシ
味噌汁 麹漬
牛肉 日本煮 焼魚 野菜
同 二十一 日 薄揚 若布 味噌汁
芥子漬
シュチュウ 煮魚焼豆腐 同 二十五日 豆腐煮布味噌汁
梅干
煮魚 野菜
備考 一 本献立表は其時期によりて變更するも本表は其の一例として掲げたり 二 主食物は内地産米飯 とす
資料2移 民収容所の献立表(1928年7月18日～7月25日〉移民収容所(編)「移民収容所概要亅(和歌山市民図書館 移民資料室 所蔵)より作成

































































生のブランク」と称 した。そのような視点 も然 り、しかし、移動による摩擦はまた新 たなエネルギー
を生み出す。この 「人生のブランク」に、故郷でも、そしてブラジルでもない「場」で人々は人生のリ
セットを試みるかのように、老いも若きも揃って異文化に備えるスタートをきったのである。石川は








に対 してどのような「栞」を提供 していくべ きかを考えるときが きている。
〈大阪大学21世紀COEプログラム特任教員(COE)〉
1若 槻 泰雄 ・鈴 木譲 二 『海 外移住 政 策試 論』 福村 出版1975pp.53-60。
2村 山裕三 『アメリカに生 きた日本人 移民』 東洋経 済新 報社1989p.5。
3日 本 移民協 会横 浜 講習 所 「横 浜講 習所 より移 住者 宛講 習案 内 吉永操 義 殿 」 日本 移民協 会横 浜講 習所1917全 一枚(20
×36cm)実 物は縦 書 き。原文の まま。
4永 田稠 『力行 会七 十年 物語』 日本力 行会1966pp.39-40。
5永 田稠 「海 外渡 航者 必携 』 日本 移民協 会横 浜講 習所(出 版年不 明)pp.1-2。
実 物 は縦 書 き。原文 のまま。
6永 田稠 『新 渡航 法』第六 版 日本力行 会1921(初版1916)pp,1-6。
7前 掲 、pp,20-26。
8同 、pp.43-50。
9ク イヤバ 、マ ナウスなど。この他 、パ ンタナール大湿 原 を囲 む日本 人入植 の農地全 域(筆 者に よる観察 、1988年4月、5月)。
10永 田稠 「力 行会 七十年 物語 』 日本力 行会1966p,41。
11石 川達 三 「最 近南米 往来記 』 中央公 論社1981p.17。
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矚驟化が礁笶に逸んでいる蕪本の「教劍 で⑳洪 生」昏の欺り組みに注臼L、孅獰の緻 会」、羅本の燉 鵄 、
教区の燉 会」といった攤藤から考察をすすめる◎塑 臟蘯簸で翻 系ブラジル入の嫁 庭」を駒 まく義状か
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かったと感じるならば、彼らは「迷 える子羊」になる可能性がある。キリスト者共同体 は彼等 に心
を開くことによって他の文化圏からやってきた新しい信者がもたらす賜物をとおして、聖霊(注7)に
よって豊かにされる。より深くキリストに根 ざすために、キリスト者は自分 自身に固執する傾向を克
服 し、他の文化の人々のうちに神のみ業 を認めるようにしなければならない。日々の挑戦 におい















「敵意と対立の文化」か ら「尊敬と連帯の文化」へ と歩むことはそれぞれのちがう民族文化 を互い
に敬意を払いながら、尊重しあう共生へと目指すことになる。この歩みは決して楽で容易な道では
ない。現在、日本 の教会は40万人もの多国籍信徒を擁する「隠されている宝」を内に持つ畑にたと









































































































を経験 し、現在は広島県のM教 会で主任司祭 を勤めている。イタリア語、日本語、ポルトガル語、
スペ イン語が堪 能である。B修 道女は、広島教区のJ-Carmの担 当者である。その他 の教区の
J-Carmと連携 しながらその責務 を果たしている。また、外国籍の子供達の初聖体(注13)の準備の
ために家庭訪問を行っている。A神父 とB修道女は日本における地域教会での使徒職に従事 して



























深いところに価値があるということを教 えたい。そして、一緒に神 さまへ と歩む仲間をつくりたい。
そういうことから家庭訪問を始めた。子供たちばかりでなく、大人もブラジルで信仰教育を受けた
人は非常 に少ない。結婚式(注14)を正式に教会でしない青年達もいる。D修道女は教会で子供達
に初聖体 の準備をする時、いつもコミュニケーションの面で苦労する。日本来 日時の子供 の年齢、
家族の構成、来 日の理由などによって、ある子供達はポルトガル語 の能力が 日本語能力よりも長け














































134第2部 日系 ブラ ジル人 を とりま く 日本 社会

























































「教会では国際 ミサが年 に数回ありますか。それは 『共生』を生きる教会として役 立っています






にくい」、「ひけめを持 っているようだ」、「居ず らそうでおびえている感 じ」といった消極的なイメー
ジの回答、反対に、「フレンドリィ」、「明るい」、「ひかえめで良い入々」、「信仰を生活の中で生かし
ている」、「熱心な信者」、「陽気な人々」、「うちとけやすい」、「人情も深い」、「異国でよくがんばっ

















「こちらから積極 的なアプローチをすれば意外 と楽しい」といった楽天的な回答 もあった。
「外 国籍の人々との『共生』を目指す教会はどのようなものでしょうか」という問いには分析結果
か ら三つのキーワー ドを読み取ることができる。 「識る」、「活動する」、「実行する」である。ま
ず、「識る」では、「お互いを識 る」、「お互いの文化、お互いのコミュニケーションシステムを識る」。





すか」に対して、「何 を具体 的にすべきかよく分 からない」といった回答が30%を占めている。「し
ている」と答えた人は、「日常場面での小さなことから始めている」、「とにかく声をかける」、「ミサ
を一緒に」、「歌 を一緒 に」、「フレンドリィに話 しかける」といったものや、「ことばは通 じなくても
笑顔でアイコンタクトをする」、「生活に根ざした話題で交わる」、「対話をする」といった生活 レベ

















にそのような応答がインタビューの折にあったことを想起 しなが ら複雑 な思いにか られる。法的、
政治的にも弱者の立場 にある外国籍の人々に教会が心の糧になってほしいと切に願う。多国籍
共同体づくりはひとつの教区、ひとつの地域教会におさまる問題ではない。移動する労働者は教
区、小教区の枠 を超えて移動してお り、教区、地域教会を越 えた協力体制を作 る必要がある。こ
れは、日本の教会をすべての国の人々を暖かく迎え入れる開放的な教会として創 り出すことを意味
しており、多様さを豊かさとしうる教会形成を推進することにつながっている。また、信仰教育のた





















9こ のセクションはJ-Carm広島を担当しているB修道女の筆記記録 口答による情報にもとつ く。













● カトリック広 島司教 区 「沖 に漕 ぎ出 して 一 ちが いはげん き一:外 国籍 の人々 との連帯 ・共生 をめざ して』広 島 教区 大会2002第2分 科会 資 料


























140第2部 日系 ブ ラジル 人 をと りま く日本社 会
調査概要
インフォーマントは、広島県東部地域に住む公立小学校、中学校、高校に通う日系ブラジル人児
童 ・生徒と学齢期の児童 ・生徒を子どもに持つブラジル人父母であり、両者 に対してインタビュー
を依頼 した。日系ブラジル人児童 ・生徒の回答数は8名で、その内訳は、小学生6名(男性3名 、女
性3名)、中学生1名(男性)、高校生1名(女性)であった。また、ブラジル人父母の回答数は11名
であった。この研究のために2003年7月初旬か ら予備的な調査 を開始 し、8月3日か ら10日まで
の1週問を本調査 の期間にあてた。調査方法は、日系ブラジル人の家庭を実際に訪問し、あらかじ
め準備 しておいた質問項 目に従って、筆者が口頭でインタビューを試みた。その際、相手の言語能
力に合わせ、ブラジル人父母 に対してはポルトガル語、日系ブラジル人児童 ・生徒に対 しては日本
語でそれぞれインタビューを実施した。会話の流れに沿って、適宜、質問項目の順番 を変えるなど
し、なるべ く自然な状態に近 くなるように努めた。インフォーマントが了解した場合 にのみ、記録の














































家族と会話することで話 し言葉中心のポル トガル語 を習得 し、家庭以外 の場所、特に学校では、
読み、書 きを含めた日本語を習得することによって日本語 ・ポルトガル語のバイリンガル(注5)にな
る場合が多く見られる。しかし、インタビュー結果より日系ブラジル人児童 ・生徒が家庭内で使用












に基づいている。今後は、日系ブラジル人児童 ・生徒 が行った主観的な評価 がどれだけ客観 的な
評価 と一致するのか、言語能力テストや参与観察といった方法を用いて検 証していく必要がある
だろう。
インフオーマント 父親と話す言語 母親と話す言語 兄弟と話す言語 得意な言語
A ポ語 ポ〉日 ポ〉日 日本語
B ポ語 ポ語 一 ポ/日
C ポ語 ポ語 ㎜ ポ/日
D
『
ポ=日 ポ=日 ポ=日 日本語
E ポ語 ポ語 ポ〉日 日本語
F ポ語 ポ語 ポ語 ポ/日
G ポ〉日 ポ=日 ポ〈日 日本語
















































































































どもを持つ多 くの日系ブラジル人家庭 において共通して見られ るものである。日系ブラジル人父
146第2部 日系 ブ ラジ ル人 をと りま く 日本 社会
母 に対 して 「日本 にあとどれ くらい滞在する予定ですか」という質問をしたところ、「1年くらい
(36.4%)」、厂まだ分か らない(273%)」、「4年くらい(18.2%)」、「2年くらい(9.1%)」、「できれ
ば永住 したい(9.1%)」という回答が得 られた。この結果か ら、日本 に永住を希望している人はわず
か9.1%であり、「まだ分からない」を除く、残りの63.7%は数年後にブラジルへの帰国を予定して
いることが分かる。また、「まだ分からない」と答えた入も、「子どもが日本の教育を受け終えるま
























































148第2部 日系ブ ラ ジル人 を と りま く日本社会
国籍でありながら、ブラジルの文化や言語 を学ぶ機会がほとんど与えらず に、ただ日本式の生活
スタイルに適応してきたことに起因するのではないかと考えられる。つまり、ブラジルの文化や言語



























































1.児 童A(日系ブラジル人/女 子/11歳/小学校6年 生)
ブラジルで生まれ、1～2歳のときに両親の仕事の都合で来日。自分のアイデンティティを「ブラ
ジル人」と感じている。それは、「お父さんとお母さんがブラジル人だから」と彼女は言う。幼い頃


















































































































「親切 にしたい」に対 して回答 を求めたところ、「とてもそう思う」と答えたのは26.1%で、「少 し
そう思う」は31.2%、「どちらでもない」は24.2%、「あまりそう思わない」は9.6%、「全然そう思わな
い」と答えたのは&9%であった(図1参照)。




















































































いる。その目的は、学校長によると、「外 国籍の子 に日本語の習得 をさせる」「学力をつける」「外
国籍の子同士 の仲間づ くり」「子どもの問題を早くキャッチする」などであり、それは校内でも明確
























































ながらそこでいかなる特徴がみえるのか をさらに検討 していく必要がある。また、外 国籍児童が
中学生になるとあまり学校に来なくなるケースも多いという現状(注11)から、中学生以上の年齢に























●篠置昭男 ・乾原正 編著『学校教育心理学』 福村出版1990年●関口知子 著 『在日日系ブラジル人の子どもたち』 明石書店2003年●







































トを配布 し、そのうち49部回収 したものを元に分析 した。さらに、日本人住民と行政機関の担 当
者へのインタビューを行い、了解 を得 られたものに関しては記録 と同時に録音を行った。



























A市 に在住する多くの日系ブラジル人は、隣…接するB市 に所在するD社 の工場に、人材派遣業
のC社 の社員として派遣(注4)されている。A市のハロー ワークには外国人雇用サービスコーナー
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系ブラジル人は、日本へ働 くために来ているだけで、いずれ帰る人なのでそれほど親 しくなる事 も
ない」(46歳/女性/自 営業)、「(略)ブラジル人の多 くは働 くために来ている(略)」(34歳/女性
/公 務員)とあるように「働くため」、すなわち「出稼 ぎ者」といったように日系ブラジル人の滞在期
間を意識していることが見受けられる。では日本人住民は彼 らをどう捉えていくべ きなのであろう
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うに、「ことば」が生活しにくい要因のひとつであると予測する意識がみられた。実際に、「学校の
PTAの連絡ごとがあり、保護者に電話連絡をする時、言葉が十分通じないため意思疎通をするの
が難しい」(44歳/女性/パ ー ト)「保育所の懇談会で話が通 じないため懇談会に残 る人が少な
い。余計に交流ができにくい」(34歳/女性/公 務員)とあるように、日本入住民は日系ブラジル人
住民 とコミュニケーションが図りにくいと感 じているようである。前述した、地域が外国籍住民に








そう思う 8 170% 2 4,1% 35 71.4%
ややそう思う 15 31.9% 7 14.6% 9 18.4%
どちらでもない 11 23.4% 12 25.0% 2 4.1%
あまりそう思わない 10 21.3% 18 375% 1 2,0%
























そう思う 9 19.1% 1 2,1%
ややそう思う 22 46.8% 6 12.8%
どちらでもない 9 19ユ% 18 38.3%
あまりそう思わない 5 10.6% 10 213%

















ンティア意識が高いことが読み取 れた。また「真剣に働 きに来ている彼 らが生活習慣の違いで ト
ラブルになることがあると聞く。彼 らのほうが 日本人より不安が強いのではないかと思う。理解 し













参加 しない 25 53.2%
表4日 系ブラジル人住民との交流会(仮 想)参 加の有無
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述したように時間的、物理的なゆとりをもちにくい彼 らは近隣…地域での交流の「場」を望んでいる。
では日系ブラジル人が望む 「場」に関して、地域の日本人住民はどのような意識をもっているの
だろうか。「外 国籍住民との交流会に参加経験 があ りますか」という問に対 し、「ある」と答えた
住 民は24.2%にとどまった。次に「交流会があるとしたら参加しますか」と仮想 した条件のもと
で問うと「参加 しない」が半数近い53.2%を示 した。この質問に際し、「参加する」に回答 した場
合 は「参加 したら楽 しいと思われること・困難 だと思われること」という2項目にわたって回答 して













































●小内 透 酒井恵真(編著)『日系ブラジル人の定住化と地域社会一群馬県太田 ・大泉地区を事例 として』御茶の水書房2001●鐘ヶ江晴彦
(編著)『外国人労働者の人権と地域社会 日本の現状と市民の意識 ・活動』明石書店2001● 佐藤郁哉 『フィー ルドワー クの技法 問いを育て
る、仮説をきたえる』新曜社2002
【ホ ー ム・ペ ー ジ 】
http://www.jca.apc.org/migrant-net/Japanese/Japanese.html(2003年9月12日ア クセ ス)
http://ww41.tiki.nejp/～e-and-g/about_e_g/works.htm(2003年9月12日 ア ク セ ス)




























現在C社 は一括借 り上げをしている67世帯用の寮と、自社寮として管理人を置 く72世帯用の寮
を所有する。C社は福利厚生として送迎バスを用意し、職場から寮まで社員の送迎を行っている。
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アンケー ト調査は大別すると①個人的属性(年齢 ・性別 ・役職 海外在住経験等)、② コミュニ
ケーション(使用言語 ・円滑に行った時や困難が生じた時の理由や対策等)、③ 日本語使用(日本













































































































































































対処 してくれる医師」の配備、「親睦 を深めるための職場外の活動や交流会 ・娯楽」などの充実、
「正社員になりたい」という訴え、「契約前にその人物を評価するシステム構築」などがあった。日本
人に対しては「ブラジル人に対する偏見をなくす」「命令ばかりするのでもう少しコミュニケーション




























































が職場でのルールを守 り、厳 しい日本の職場で我を出さないようになると自分 が助かる」というも





























●小内透・酒井恵真編著 「日系ブラジル人の定住化と地域社会一 群馬県太田・大泉地区を事例として一 』 御茶の水書房2001● 鐘ヶ江晴
彦編 『外国人労働者の人権と地域社会一 日本の現状と市民の意識 ・活動』 明石書店2001● 駒井洋編 『定住化する外 国人』 明石書店
1995●渡辺雅子編『共同研究 出稼ぎ日系ブラジル人上 論文編 一 就労と生活一 』 明石書店1995『共同研究 出稼ぎ日系ブラジル
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地方自治体の取り組み:滋賀県内の市町村を例に






















































べ き点は、県内の外 国人登録者数に占めるブラジル人の比率である。滋賀県での外国人登 録者の





















なく、外国籍住民を取 り巻 く問題の解決に積極的に取 り組んでいるとも言えないのが現状であ
る。ところが、この数年の問に、県下の様々な市町村や民間グループにおいて進歩的な取 り組みが
183































































































近に住む外 国人の存在を知る人も多い。ボランティアの多 くが 「自分が教えているという気がしな
い」「教えられることが多い」と述べていることからも、異文化に育った者同士がお互いを知り合 う
場の一つとして地域の日本語教室が存在しているといえるだろう。そして、共生社会の実現のため







































にする一種の 「装置」である。例を挙げると、ある人物が 「ウエイトレス」とカテゴリー化 されるなら
ば、その人物の行為は 「ぶ らついている」「部屋を通 り抜 ける」ではなく、「顧客に料理を出す」「給
仕をする」として解釈される可能性が高くなる(Psathas,2000)。



















以下では筆者 らが大 阪府下A市の日本語教室で実施したインタビューの分析を行 う。この日本
語教室は国際交流課 の援助のもとに曜 日ごとに独立して活動していたものが連携 して2003年4



































て、在留資格上 「日本人の血統に連なる者」という他の外 国人とは異 なる法的地位を与えられてい
るにもかかわらず、である。在留資格拡充の際の根拠がいかに空虚であったかが分かる。
そして同時に、日本社会の方 もKさんを「日本人」と見なしていないことがこの短いKさんの発
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つまり、この例は、無意識下のカテゴリー化を保持 したまま活動をすると、それを強化し、固定
化することにもなりかねないということを示唆しているのではないだろうか。繰り返し強調するが、













































































































生まれから1984生まれ と幅広い年代か ら回答が寄せ られた。生年の分布は(図1)の通 りで、1940
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多文化共生に関わる現状認識












質問Aあ なたと日本在住の外 国籍住民 との関わりに関してお尋ねします。
(1)あなたの近所に外 国籍住民が住んでいますか。
()住 んでいる → その方の国籍は?








(26.2%)と多 く人間関係の希薄さの一端 が伺える。これは、対外 国籍住民にのみいえる現象で
はなく、ホスト住民同士であっても、互いに無関心という傾向にあるのではないだろうか。外国籍
住民とのより実質的な付き合いの指標 となる食事等を共にする外 国籍住民の知 り合 いがいる人は
44名(23.5%)、困ったときに助け合 う外 国籍住民がいる人は28名(15.3%)と、外 国籍住民 と
密な関係を持 っているホスト住民は少ない。外 国人登録者数の人口に占める割合を考えれば、ホ
197





(5)困ったときに助け合 う外 国籍住民がいるか 28名(15.3)149名(8L4)6名(3.3)
スト住民 が外 国籍 住民 との

















質問Bは 回答者の税負担が増加 してでも外 国籍住民に対する行政サービスの充実が図られるべ
きであるかが問われ、質問Cで は自らの居住環境で 「私たち」ではない「彼 ら」が増加することに
対する意識が問われている。
質問B負 担する税 金が少 し高くなっても、行政は外 国籍住民のために日本語を
学ぶ環境 を整え、日本語力が十分ではない外国籍の子どものため、特別な配慮 をするべ
きであると思いますか。(十分な行財政改:革が行われることを前提にしています)




()そ う思う()や やそう思う()あ まりそう思わない()そ う思わない
質問Bで は外 国籍住民と助け合 う意識が問われ、質問Cで は棲み合 う意識が問われている。質
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問Bは 、助け合いではなく、ホスト住民の税の負担が一方的に増加する印象を与えるが、当然、外
国籍住民の税の負担も増加するのであり、その配分 が外国籍住民に向かうだけである。公的支
援 を必要 とする人はホスト住民の中にもいるのであるから、これは助け合いと捉 えることができる
であろう。図2と図3はその結果を表示したものである。2つの質問の結
果は概 ね同じようなものとなった。図2か らは、負担する税金が高くなっ









しない。同様 に、棲 み合 う意識に関しても、署名するかどうかに対 して「あ
まり(するとは)思わない」(棲み合い消極的賛成派)人が、周 りの雰囲気や
何 らかの圧力によって署名してしまえば、外国籍住民は税金納付などの




















































































































になった。つまり、日常的に外 国籍住民 と密な関係を保っている人は、外 国籍住民が生活半径に
入ってくることに対 して肯定的な反応をしているということになる。助け合いが棲み合う意識を高
め、棲み合 う意識が助け合いにつながっていくという相互的関係が明らかになったと言えよう。






()賛 成する()や や賛成する()あ まり賛成 しない()賛 成しない
賛成するか ら賛成しないまでの分布はほぼ均等であり、意見が分かれ






























ができるだろう。一つは、過半数を超えるホスト住民が外 国籍住民に対して尊敬語 ・謙譲 語の使
用を求めていることから、「外国籍住民は丁寧語に加えて尊敬 語 ・謙譲 語を含めた敬語を習得し
運用するべ きである」という同化主義的な見方である。もう一つは、半数近くのホスト住民が尊敬

































































































































































































































労働 である。しかも、単純労働を他の国に認めていないか ら そういった人たちが単純労働を今
や担っているわけです。」



















1本 章で は、紙 数の都 合 により引用文 献は最 小 限に とどめざるを得 なか った。
2.本 章 で扱 う「日系ブラジル人」には、「日本人の孫 」としての 日系 人ばか りでな く、「その配偶 者」など、血統 的 な意 味で のいわゆる
非 日系 人も含 まれ る。
3本 来な らば 「多文化 ・多 民族 共生 」について も概 念上の議 論 があってしか るべ きだが、ここではその議 論 を省 略する。
4http://www.moj,gojp/PRESS/030530-1/030530-1.html参照 。
5「 在留外 国人 統計 』は昭和34年か ら昭和49年まで は5年 ごとに出版 されていた。昭和50年代 は発 行 されてお らず、第五 回以 降、
昭和60年 か らは隔年 で発行 されるようになった。更 に平成7年 か らは毎 年発 行されている。第 一回の昭和34年 のデ ータでは、ブラジル国籍 者





10「 昭和61年度滋 賀県統 計書 』p.43による。
11滋 賀県 同和 教育研 究会(2002)を参 照。
12httpl〃wwwbiwa.nejp厂maihara1/gappei%20jyuumintouhyou%20chouchou.htmを参照 。
13「 筆者 ら」と複数 にしてい るの は、本節 が第2部 第2章 最 終節 の筆者 である服部 圭子氏 との共同調 査 に基づ いて いるか らであ る。
14ボ ランティアはほ とん どが 日本 語 を母語 とする者 だが、 日本語 が上 達 した滞 日外 国人 が今 度 はボランティアとして参 加す る場 合
もあ る。
15こ の 「祖 国」とい う言 葉 も多 くの問題 をは らむ概念 であ る。
16http://wwwimmi-moj.gojp/toukei/index,htmlを参照(2003,8,18.検索)。
17宮 島(2003)p.20。
18本 稿 では、ニュー カマー を受 け入 れる住民 をホス ト住 民 とする。
19宮 島(2003)p.43。
20宮 島(2003)p,43。
21大 阪市 外 国籍 住民 施 策有 識者 会議(2002)、京都 市 総務 局国 際化推 進 室(1997a)、京都 市総 務局 国際化 推 進室(1997b)な
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